













学位申請者、千賀浩太郎 は、 EAATに参加する児童の障がい像やEAATの内容と、 EAAT
に参加する児童の保護者がEAATに期待することを明らかにするととを目的とし、障がい児（者）
乗潟の施設に児童が通う、保護者を対象に、自己記載式の質問紙を用い、データi士、疾患名と馬の
活動内容の頻度との変数聞の関係を明らかにするため、疾患名と活動頻度の関係を相関比、またそ
の検定に分散分析を用いて、関連要因を明らかにした。また、自由記載された内務の分析には
Berelson,B.の内容分析の手法を照いた。その結果、 52部が分析の対象となり、 EAATに参加する対
象児の全体像は、重度の身体的な障がいを抱える児童が多いこと、身体的な障がいが大きい児童ほ
ど、 EAATを受ける頻度や時間が1艮られていることが明らかとなった。内容分析の結巣では、カテ
ゴリ名［乗馬を通して、得られる効果｝の記録単伎は52、比率は67目5%であり、記録単位若手は『認
知1・心理闘の発達』、『身体機能・能力向上J、『馬との相互作用の機会を得ること』、『社会的スキル
の獲得』、『余暇活動の獲得』が抽出された。カテゴリ名［乗馬に関する制度や運営への要望｝の記
録単位は25、比率は32.5%であり、『活動の継続や乗馬i待問・乗馬機会の増力階、『行政への要望』
が抽出された。保護者がEAATに期待することは、［乗馬を通して、得られる効果I：心理・身体的
な効果、 EAATの『活動の継続や乗馬時間・乗馬機会の増加』であることが明らかとなった。
学位申請者、千賀浩太郎 の研究は、EAATに参加している対象児の全体像を明らかにし、 今
後のEAATの発展には、 EAATに特化した公的制度の見直しゃ、補助金や付加加算の策定、ボ
ランティア団体への資金面、マンパワー不足の問題を継続的に解決できる制度、仕組みを整備
することを示した。したがって、本論文は修士（｛思健医療学）の学伎に値すると判断した。
